
こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつも「たんちょう通信」をお

読み頂き誠にありがとうございます。8月上旬、私は「あきない道
場」の仲間たちと滋賀県東近江市にある「近江商人郷土館」へ

行きました。「近江商人の史跡」から近代日本史の変革期におけ

る「繁栄」の礎を学びに行きました。「近江商人」の発祥は鎌倉
時代までさかのぼります。安土桃山時代に織田信長が「楽市楽

座（自由に商売が出来る市場）」を始めたのも「近江商人」の経

営法を領国経営に取り入れたことから始まります。「誠実」「勤勉」「倹約」「謙
虚」「忍耐」という徳目を実践し、信用を第一義として大成しました。私たちが訪れ

た郷土館は、元々、丁子屋「小林吟右衛門」の商家で、昭和46年まで住まれてい

た屋敷でした。お店の奥に「家訓」が貼ってありました。四代目吟右衛門の直筆で
「経営訓」と記されていました。商法ヲ行イ候ニハ前以テ法則ヲ定メ取掛ルベシ

「決断早メ」「欲浅キ」「朝起キ」「辛抱」「腹八分」身が引き締まる内容でした。

現代の日本では、物に不自由しない、色々なサービスや商売がある中、ついうっか
り気を許すと真逆のことをしてしまいがちです。「当たり前」のことを「当たり前」に

することが、なかなか難しいことだと思います。しかし、「会社を経営」をする上で

はとても、基本的なことでもあり、大切な習慣と気づかせて頂きました。「近江商
人の教え」には「不易の精神をまもりぬく」とあります。「不易」とは、「どんなに

世の中が変わっても、絶対に変わらないもの、変えてはならないもの」をいい。その

反対に「流行」があります。「社会情勢の変化に応じて、的確に対応していくこ
と」この二つの言葉を合わせたのが「不易流行」です。「奥の細道」で松尾芭蕉

が晩年、琵琶湖畔で過ごしていた時に考えた言葉です。今の日本が、コロナ禍で経

済の情勢が大きく変わろうとしています。よりインターネットを使ったサービスが促
進して「AI（人工知能）」に頼る社会になって行くようです。その中でも、リアルな

経済、「人と人とが接する仕事」も大切なことで「アナログ的仕事」は決してなく

ならず、むしろ今までのように必要とされると思います。そのサービスをするのが我々
「たんちょう隊」です。お客様に喜ばれて「感謝」されるサービスを提供することで

す。何かあれば直ぐに駆け付けて、お客様のお困りごとを「解決」する「おたすけ

隊」です。私たちも「近江商人の教え」を少しでも身に付けて「社会貢献」の精神
で頑張っていきたいと思っています。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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